
 

 

 

★12 月の保健目標 冬を健康に過ごそう 

寒くなってきましたが、子どもたちは休み時間によく外遊びをしています。運動後に暑くな

ったり、換気で寒い時があったりするため、衣服の調節ができる服装で登校させてください。   

また、登校時等ポケットに手を入れて歩くのは危険なため、手袋などの寒さ対策を勧めます。 

杉並区内ではインフルエンザによる学級閉鎖が続いています。本校でも、発熱や嘔吐、インフ

ルエンザの児童が出ており、感染性胃腸炎や溶連菌感染症、ヘルパンギーナと診断された児童も

います。引き続き、ご家庭での健康観察や発熱時の受診をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより                     杉並区立桃井第三小学校 保健室 

          令和５年１２月８日 

冬は感染性胃腸炎に注意 

１ 病原体・症状・登校について 

●ノロウイルス等による感染症で、

感染力が強く広がりやすい。嘔吐や

下痢等の症状があり、2～3 日で回復

することが多い。脱水に注意する。 

●症状が一日中治まっており、通常

の食事がとれるようになってからが

登校の目安です。登校には、医師の

「登校許可意見書」が必要です。 

２ 予防 

●治った後も便からウイルスがしば

らく出ます。予防にはトイレ後や食

事前・調理前の手洗いが重要です。

●カキやシジミなどの二枚貝には、

ノロウイルス等が蓄積しやすく、生

や不十分な加熱処理で食べることで

も感染します。中心部まで十分加熱

調理をしてください。 

３ 嘔吐や下痢後の消毒のすすめ 

●次亜塩素酸ナトリウムで消毒 

①十分換気をする。 

②使い捨て手袋やマスク、使い捨て

エプロンをつける。 

③500ml のペットボトルを用意し、

500ml の水にキャップ 2 杯の塩素系

漂白剤を希釈して消毒液を作る。 

消毒液で衣服が脱色するので注意。 

④嘔吐物を取り除いた後、嘔吐の飛

沫がかかったと思われる半径２ｍ程

度や、嘔吐や下痢後に触れた場所な

どを消毒液で拭き取る。 

⑤消毒後、金属部分は腐食するた

め、水拭きする。 

 


